






















のお役目も回って来て, 副学長, 学生部長, 広域副専
攻センター所長, 学長補佐などの要職を歴任されまし
た｡ その他, 数えあげればきりがないほどの ｢長｣,
｢委員｣, ｢主任｣ もお引き受けになり, 大学, 学園,
学部, 学科それぞれに対する貢献には大なるものがあ
りました｡ あれはたしか学生部長でいらっしゃったこ











































































こが ｢カワイイ｣ のだそうです｡ 加えて, これはご自
身のお言葉ですが, 先生は ｢寂しがり屋｣ でもありま
す｡ そして面倒見がよい｡ 先生は20年以上前に ｢岡本







の集まりを ｢寂しがり屋｣ と ｢面倒見のよさ｣ がつな
がった形と見ています｡ その見方の当否はともかく,
現実に先生の指導を受け, 発表の場を与えられ, 業績
を積み重ねている人たちが相当数います｡ 先生を慕っ
て頻繁に青山研究室に顔を出す人たちがいるのも頷け
るところです｡ 4 月にはその研究室がなくなることは
彼らにとって寂しい限りでしょう｡ それはもちろん同
僚教員も同様です｡ 言葉の使い方に厳しい先生が ｢そ
んな日本語はない！｣ とおっしゃることを覚悟のうえ
で言えば, 10号館 8階が＜青山ロス＞から抜け出すの
にはしばらく時間がかかりそうです｡
ご退職後も青山先生の旺盛な研究意欲が衰えること
はないと確信しています｡ 後進の指導に対する熱意に
ついても同様です｡ ご健康には十分留意され, 今後も
一層ご活躍ください｡ 長い間本当にありがとうござい
ました｡
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